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※◎の質問の概要を掲載しています。

一 般 質 問
11月定例会では、12月５日、６日、７日の３日間にわたり、
15人の議員が一般質問を行いました。

9　黒木　良夫　（７ページ）
・市が管理する防犯灯のＬＥＤ化に

ついて　　　　　　　
◎感震ブレーカーの設置の推進につ

いて

�　黒原　章至　（７ページ）
◎市の住宅政策について
・災害発生時の応急仮設住宅について

�　橋爪　美惠子　（８ページ）
・台風21号による市民生活・農業

への被害について
◎保育所・こども園での待機児童に

ついて

�　上田　弘志　（８ページ）
◎教育費の保護者負担の軽減を
・学校給食費助成の実施を
・台風21号による災害対応について

�　河野　敬二　（９ページ）
・台風21号による被害やそれに関

連する問題について
◎重根メガソーラー発電計画について

�　川端　進　（９ページ）
・国保移管について
・教育問題・道徳の教科化について
・消えない（自動復旧型）信号機に

ついて　　
◎「負動産」時代の本市の対応策に

ついて　

�　宮本　憲治　（10 ページ）
・本市の人口動態を問う
・本市の将来人口予測を問う
◎移住、転入に対する支援制度を問う

1　栗本　量生　（３ページ）
◎防災対策について

2　磯﨑　誠治　（３ページ）
◎パソコンを使った教育とＩＣＴ教

育の取り組みについて
・大雨洪水による災害発生時と災害

後の対応について
・９月定例会での市長答弁について

3　東方　貴子　（４ページ）
◎子どもの学びの場について
・子どもの居場所づくりについて

4　森下　貴史　（４ページ）
・障がいの表記について
・台風被害を受けて
◎津波避難路について

5　榊原　徳昭　（５ページ）
・介護予防・日常生活支援総合事業

について
◎要介護認定について
・軽度者生活救援について
・医療介護連携ネットワークについて

6　川崎　一樹　（５ページ）
・公共残土の有効活用について
◎亀池公園周辺の整備と歴史民俗資

料館の移築の検討について
・社会体育施設である多目的運動場

について

7　岡　義明　（６ページ）
・市民の投票権を守り、投票率の低

下を防ぐ取り組みについて
◎道路整備について

8　米原　耕司　（６ページ）
◎台風21号による被害を受けての

減災・防災対策について

15
人
が
市
政
を
問
う

こ・
こ・
が

聞
き
た
い
!!

人
が
市
政
を
問
う

15
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問

本
市
の
小
・
中
学
校

で
の
パ
ソ
コ
ン
授
業

の
内
容
と
年
間
時
間
数
は

ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

答

小
学
校
低
学
年
は
機

器
に
慣
れ
親
し
む
時

期
で
、
お
絵
か
き
ソ
フ
ト

や
キ
ー
ボ
ー
ド
・
マ
ウ
ス

操
作
の
基
本
な
ど
を
年
間

で
10
時
間
程
度
。
小
学
校

中
学
年
は
基
本
操
作
を
学

ぶ
時
期
で
、
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
の
使
い
方
や
ワ
ー
プ

ロ
ソ
フ
ト
を
使
っ
た
ロ
ー
マ

字
学
習
な
ど
を
年
間
で
15

時
間
程
度
。
小
学
校
高
学

年
は
発
展
的
な
操
作
を
学

ぶ
時
期
で
、
調
べ
学
習
や

ま
と
め
学
習
、
発
表
資
料

の
作
成
な
ど
を
年
間
で
20

時
間
程
度
。
中
学
校
で
は

主
に
技
術
科
の
授
業
で
、

ワ
ー
ド
や
エ
ク
セ
ル
、
パ
ワ

ー
ポ
イ
ン
ト
を
使
っ
た
情

報
処
理
や
、
デ
ジ
タ
ル
作

品
作
り
の
ほ
か
、
調
べ
学

習
や
ま
と
め
学
習
な
ど
年

間
で
30
時
間
程
度
で
あ
る
。

問

パ
ソ
コ
ン
端
末
を
使

っ
て
授
業
を
行
う
Ｉ

Ｃ
Ｔ
教
育
に
つ
い
て
、
教

育
委
員
会
の
見
識
は
。

答

急
速
な
高
度
情
報
社

会
を
迎
え
、
情
報
通

信
技
術
が
社
会
基
盤
と
な

り
つ
つ
あ
り
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教

育
は
必
要
不
可
欠
で
あ
る
。

機
器
の
特
性
を
理
解
し
な

が
ら
活
用
で
き
る
知
識
や

技
能
の
習
得
は
も
ち
ろ
ん
、

情
報
モ
ラ
ル
の
必
要
性
や

情
報
に
対
す
る
責
任
も
教

育
で
推
進
し
て
い
る
。
指

導
す
る
教
員
に
つ
い
て
は
、

学
習
指
導
の
効
果
を
高
め

る
機
器
を
適
切
に
選
定
し
、

効
率
的
・
効
果
的
に
学
習

指
導
が
行
え
る
方
法
を
絶

え
ず
研
究
す
る
こ
と
が
重

要
と
考
え
る
。

海南市危機管理指針

問

危
機
管
理
指
針
の
策

定
と
職
員
の
危
機
管

理
意
識
の
向
上
と
共
有
化

に
対
す
る
取
り
組
み
は
で

き
て
い
る
か
。

答

危
機
管
理
指
針
に
つ

い
て
は
、
平
成
28
年

３
月
に
作
成
し
た
。

市
民
の
生
活
や
市
の
産

業
や
経
済
に
重
大
な
被
害

を
及
ぼ
す
事
案
が
発
生
、

ま
た
は
発
生
す
る
恐
れ
が

あ
る
場
合
に
は
、
総
合
的

な
対
策
を
実
施
す
る
た
め
、

危
機
管
理
対
策
本
部
を
設

置
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

ま
た
、
各
課
で
は
情
報

の
収
集
に
努
め
る
と
と
も

に
、
速
や
か
に
危
機
管
理

担
当
に
連
絡
し
、
所
管
課

は
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
従
っ
て

緊
急
対
応
を
行
い
、
関
連

部
署
と
連
携
し
て
問
題
の

解
決
に
当
た
る
こ
と
と
し

て
い
る
。

平
成
28
年
１
月
に
先
進

自
治
体
の
芦
屋
市
市
長
室

室
長
を
招
き
、
各
部
長
や

所
属
長
を
対
象
に
危
機
管

理
指
針
や
各
課
に
お
け
る

個
別
の
危
機
に
対
す
る
マ

ニ
ュ
ア
ル
策
定
に
向
け
た

研
修
会
を
実
施
し
た
。
２

月
に
は
、
全
部
署
宛
て
に

意
見
照
会
を
図
り
、
３
月

に
完
成
し
た
海
南
市
危
機

管
理
指
針
を
送
付
す
る
こ

と
で
、
職
員
の
危
機
管
理

意
識
の
向
上
と
共
有
化
を

図
っ
た
。

問

危
機
管
理
指
針
の
策

定
が
さ
れ
、
危
機
管

理
意
識
の
向
上
と
共
有
化

を
図
っ
た
と
い
う
こ
と
だ

が
、
大
事
な
の
は
、
職
員

全
員
が
共
有
で
き
る
た
め

の
努
力
を
す
る
こ
と
で
あ

る
と
思
う
。
今
後
、
職
員

全
体
の
活
躍
を
期
待
し
て

い
る
。

危
機
管
理
指
針
は
策
定
し
た

の
か

●
平
成
28
年
３
月
に
作
成
し
た

ＩＣＴ教育に対する教育委員会の見識は
●学習指導効果を高めるため絶えず研究することが重要

磯﨑　誠治 議員

栗本　量生 議員
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問

海
南
市
津
波
避
難
計

画
に
は
、
避
難
行
動

要
支
援
者
な
ど
迅
速
な
非

難
が
困
難
な
方
や
指
定
緊

急
避
難
場
所
ま
で
避
難
す

る
の
に
相
当
な
距
離
が
あ

る
地
域
な
ど
は
地
域
で
十

分
な
協
議
を
行
い
、
自
動

車
に
よ
る
避
難
ル
ー
ル
を

確
立
す
る
と
記
載
さ
れ
て

い
る
が
、
自
動
車
に
よ
る

避
難
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

答

自
動
車
は
、
大
勢
の

方
を
一
度
に
移
動
さ

せ
る
こ
と
が
で
き
る
が
、

避
難
の
限
界
量
を
超
え
た

場
合
の
渋
滞
や
家
屋
の
倒

壊
な
ど
に
よ
り
、
通
行
で

き
な
い
可
能
性
が
あ
る
こ

と
を
踏
ま
え
、
そ
の
活
用

に
つ
い
て
は
地
域
性
な
ど

十
分
に
勘
案
し
た
上
で
、

必
要
に
応
じ
て
車
椅
子
に

よ
る
避
難
も
併
せ
て
地
域

で
検
討
い
た
だ
き
た
い
。

問

車
椅
子
が
通
る
メ
イ

ン
と
な
る
避
難
路
の

迅
速
な
整
備
が
必
要
で
は
。

答

避
難
路
の
整
備
に
つ

い
て
は
、
地
域
の
要

望
に
よ
り
対
応
す
る
が
、

緊
急
性
の
高
い
避
難
路
か

ら
優
先
的
に
整
備
し
て
い

く
。
な
お
、
メ
イ
ン
と
な

る
避
難
路
に
つ
い
て
は
、

よ
り
早
期
に
対
応
す
る
。

問

避
難
路
に
手
す
り
を

設
置
す
る
こ
と
で
、

日
常
の
通
行
が
難
し
く
な

る
箇
所
に
、
駐
車
場
に
あ

る
よ
う
な
通
常
時
は
地
中

で
、
使
用
す
る
際
に
引
き

出
せ
る
ポ
ー
ル
を
設
置
し

て
、
ロ
ー
プ
な
ど
を
張
れ

ば
避
難
の
手
助
け
に
な
る

と
思
う
が
、
い
か
が
か
。

答

効
果
的
な
活
用
も
見

込
め
る
こ
と
か
ら
、

今
後
、
設
備
の
構
造
等
の

検
証
と
併
せ
て
、検
討
す
る
。

メ
イ
ン
に
な
る
避
難
路
の

ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
な
整
備
を

●
早
期
に
対
応
し
て
い
く

神戸市  のびのびパスポート

問

子
ど
も
た
ち
の
健
全

な
育
成
と
教
育
環
境

の
充
実
を
目
的
に
市
内
の

教
育
施
設
や
民
間
施
設
を

無
料
で
利
用
で
き
る
神
戸

市
の
「
の
び
の
び
パ
ス
ポ

ー
ト
事
業
」
が
、
近
隣
市

町
に
広
が
り
、
現
在
、
82

施
設
が
対
象
と
な
っ
て
い

る
。
し
か
し
、
本
市
は
こ

の
事
業
へ
の
参
加
を
断
っ

た
と
の
こ
と
で
あ
る
が
、

な
ぜ
か
。

答

本
市
の
子
ど
も
た
ち

が
他
市
の
施
設
を
無

料
で
利
用
で
き
る
メ
リ
ッ

ト
が
あ
る
が
、
神
戸
市
か

ら
の
説
明
の
内
容
は
神
戸

空
港
民
営
化
に
よ
る
空
港

機
能
の
強
化
、
神
戸
市
の

活
性
化
の
観
点
と
併
せ
た

当
該
事
業
の
対
象
地
域
拡

大
の
提
案
で
あ
っ
た
。
ま

た
、
本
市
か
ら
都
会
の
施

設
へ
行
く
人
数
に
比
べ
、
都

会
か
ら
本
市
に
来
る
人
数

は
少
な
い
な
ど
、
人
の
流

れ
や
経
済
効
果
の
観
点
か

ら
本
市
に
と
っ
て
好
ま
し

い
効
果
が
期
待
で
き
な
い

と
考
え
不
参
加
と
な
っ
た
。

問

教
育
委
員
会
と
協
議

は
し
た
の
か
。

答

学
び
の
場
の
拡
充
と

い
っ
た
観
点
に
は
至

ら
ず
、
協
議
し
て
い
な
い
。

問

教
育
委
員
会
の
意
見

は
ど
う
か
。

答

遠
足
等
で
神
戸
市
や

大
阪
方
面
を
訪
れ
る

機
会
が
あ
り
、
学
習
の
機

会
の
拡
充
や
負
担
費
用
の

軽
減
等
、
メ
リ
ッ
ト
が
あ

る
と
考
え
る
。

問

教
育
面
の
意
見
を
踏

ま
え
、
参
加
に
向
け

て
の
考
え
を
再
度
問
う
。

答

こ
れ
ま
で
の
観
点
に

加
え
、
教
育
の
観
点

か
ら
の
協
議
を
行
い
、
改
め

て
参
加
に
向
け
調
整
す
る
。

森下　貴史 議員

神戸市の「のびのびパスポート事業」
への参加の考えは
●事業参加に向け調整する

東方　貴子 議員
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要
介
護
認
定
率
を
下
げ
る
べ

く
市
の
考
え
は

●
介
護
予
防
講
座
、
運
動
教
室
、
自
主
活
動
サ
ー

ク
ル
支
援
等
に
取
り
組
む

問

亀
池
公
園
は
数
少
な

い
観
光
資
源
で
あ
り
、

他
の
施
設
と
の
複
合
化
と

駐
車
場
整
備
に
よ
り
来
場

者
の
増
加
が
見
込
ま
れ
る
。

市
道
阪
井
13
号
線
の
整
備

で
は
濁
池
を
埋
め
駐
車
場

が
造
ら
れ
る
予
定
だ
が
、

亀
池
遊
園
第
２
駐
車
場
と

合
わ
せ
て
も
現
状
と
変
わ

ら
な
い
。
巽
中
学
校
グ
ラ

ウ
ン
ド
南
東
部
の
阪
井
13

号
線
沿
い
に
あ
る
市
の
所

有
地
に
駐
車
場
を
新
た
に

造
れ
な
い
か
。

答

巽
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン

ド
南
東
部
の
阪
井
13

号
線
と
亀
池
の
間
に
は
市

の
所
有
地
が
約
５
３
０
坪

あ
る
。
今
後
は
亀
池
公
園

が
年
間
を
通
じ
て
多
く
の

来
場
者
で
に
ぎ
わ
う
よ
う
、

双
青
閣
を
は
じ
め
亀
池
公

園
の
利
用
促
進
に
取
り
組

み
、
阪
井
13
号
線
の
拡
幅

に
併
せ
て
整
備
す
る
新
駐

車
場
の
利
用
状
況
を
見
た

上
で
検
討
し
た
い
。

問

亀
池
公
園
の
双
青
閣

に
渡
る
つ
り
橋
の
整

備
に
つ
い
て
問
う
。

答

１
日
も
早
く
橋
の
通

行
を
再
開
す
る
た
め

概
ね
３
年
程
度
で
改
修
工

事
を
行
う
。
優
先
順
位
が

１
番
高
い
主
塔
の
改
修
工

事
か
ら
始
め
る
こ
と
で
、

１
年
目
か
ら
通
行
が
可
能

に
な
る
と
考
え
て
い
る
。

問

亀
池
公
園
へ
の
歴
史

民
俗
資
料
館
の
移
築

を
検
討
で
き
な
い
か
。

答

施
設
の
更
新
や
大
規

模
改
修
が
必
要
な
段

階
で
、
既
存
施
設
の
活
用

や
他
の
施
設
と
の
複
合
化

も
視
野
に
入
れ
、
駐
車
ス

ペ
ー
ス
や
保
管
ス
ペ
ー
ス

な
ど
も
確
保
し
た
施
設
整

備
を
検
討
し
た
い
。

問

本
市
の
要
介
護
認
定

率
は
23
・
１
％
と
高

い
が
下
げ
る
べ
く
市
の
考

え
は
。

答

高
齢
者
の
自
立
支
援

と
重
度
化
予
防
の
た

め
「
地
域
ケ
ア
個
別
会
議
」

を
実
施
し
、
介
護
保
険
や

介
護
保
険
外
の
社
会
資
源

も
含
め
て
そ
の
人
に
必
要

な
サ
ー
ビ
ス
や
支
援
を
協

議
し
て
い
る
。
ま
た
、
介
護

予
防
の
た
め
の
講
座
や
運

動
教
室
、
自
主
サ
ー
ク
ル

支
援
等
を
実
施
し
て
い
る
。

問

介
護
保
険
外
の
社
会

資
源
と
現
在
の
認
定

率
は
。

答

イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
資

源
と
し
て
地
域
の
サ

ロ
ン
や
サ
ー
ク
ル
、
高
齢

者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
と
し
て

配
食
サ
ー
ビ
ス
、
民
間
事

業
所
実
施
の
移
送
サ
ー
ビ

ス
や
宅
配
サ
ー
ビ
ス
、
保

険
外
の
生
活
支
援
サ
ー
ビ

ス
等
が
あ
り
、
認
定
率
は

平
成
29
年
10
月
末
で
21
・

３
％
で
あ
る
。

問

現
状
の
社
会
資
源
だ

け
で
地
域
包
括
ケ
ア

シ
ス
テ
ム
の
地
域
づ
く
り

が
構
築
で
き
る
か
。
地
域

課
題
に
順
応
し
た
市
独
自

の
新
た
な
サ
ー
ビ
ス
開
発

の
考
え
は
。

答

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス

テ
ム
は
２
０
２
５
年

を
目
途
に
高
齢
者
の
尊
厳

保
持
と
自
立
生
活
の
支
援

を
目
的
に
、
可
能
な
限
り

住
み
慣
れ
た
地
域
で
自
分

ら
し
い
暮
ら
し
を
継
続
で

き
る
体
制
を
つ
く
る
こ
と

で
あ
る
。
現
状
の
社
会
資

源
だ
け
で
は
不
十
分
で
、

今
後
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
や
協
議
体
と
連

携
し
、
地
域
の
取
り
組
み

を
支
援
・
推
進
し
不
足
す
る

サ
ー
ビ
ス
の
創
出
を
図
る
。

亀池公園

いきいき健康運動教室

亀池公園周辺の市有地に駐車場を
造れないか
●新駐車場の利用状況を見た上で検討する

川崎　一樹 議員

榊原　徳昭 議員
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台風の豪雨により崩落した護岸（共栄橋付近）

問

日
方
川
の
中
流
域
が

宅
地
開
発
さ
れ
、
降

雨
時
に
河
川
に
流
入
す
る

水
量
が
増
加
し
て
い
る
。

日
方
川
の
氾
濫
に
よ
る
浸

水
想
定
区
域
は
県
の
情
報

に
よ
る
も
の
だ
が
、
流
域

の
現
在
の
開
発
状
況
は
考

慮
さ
れ
て
い
る
の
か
。
ま

た
、
本
市
の
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

プ
に
県
の
浸
水
想
定
区
域

は
反
映
さ
れ
て
い
る
の
か
。

答

県
の
浸
水
想
定
区
域

は
平
成
18
年
に
示
さ

れ
て
お
り
、
そ
れ
以
降
の

環
境
変
化
は
考
慮
さ
れ
て

い
な
い
。
ま
た
、
海
南
市

水
害
・
土
砂
災
害
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
は
県
の
浸
水
想
定

区
域
を
反
映
さ
せ
て
い
る
。

問

平
成
27
年
に
水
防
法

が
改
正
さ
れ
、
洪
水

想
定
区
域
が
「
想
定
し
得

る
最
大
規
模
の
降
雨
を
前

提
と
し
た
区
域
」
に
拡
充

さ
れ
、
避
難
確
保
や
被
害

の
軽
減
が
自
治
体
に
求
め

ら
れ
て
い
る
。
本
市
の
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
基
礎
と

な
る
デ
ー
タ
は
10
年
前
の

情
報
で
あ
り
、
県
に
対
し

最
新
の
浸
水
想
定
区
域
の

公
表
を
求
め
て
は
ど
う
か
。

答

県
の
日
方
川
の
浸
水

想
定
に
つ
い
て
は
、
最

大
規
模
の
降
雨
・
高
潮
を

前
提
と
し
て
平
成
30
年
度

に
公
表
の
見
込
み
で
あ
る
。

問

Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し
、

様
々
な
危
機
管
理
情

報
を
市
民
に
向
け
て
発
信

す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答

防
災
行
政
無
線
の
デ

ジ
タ
ル
化
に
伴
い
、

防
災
メ
ー
ル
や
地
デ
ジ
デ

ー
タ
放
送
等
を
一
括
で
情

報
発
信
で
き
る
シ
ス
テ
ム

の
導
入
や
浸
水
・
が
け
崩

れ
に
よ
る
通
行
止
め
等
の

情
報
発
信
も
検
討
し
た
い
。

Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し
情
報
を
発

信
す
べ
き
で
は
な
い
か

●
浸
水
や
が
け
崩
れ
に
よ
る
通
行
止
め
の
情
報
発

信
も
検
討
す
る

米原　耕司 議員

六堂ノ辻交差点から藤白南交差点の交通
対策は
●国道42号の築地交差点の右折だまりの改良などに取り組む

岡　　義明 議員

問

平
成
28
年
２
月
、
海

南
市
都
市
計
画
審
議

会
か
ら
都
市
計
画
道
路
の

見
直
し
（
廃
止
）
の
答
申

が
あ
り
、「
六
堂
ノ
辻
交

差
点
か
ら
藤
白
南
交
差
点

に
つ
い
て
、
大
型
車
両
の

通
行
量
が
多
い
現
状
を
鑑

み
、沿
線
住
民
へ
の
振
動
・

騒
音
対
策
等
を
望
む
」
と

の
付
帯
意
見
が
付
け
ら
れ

て
い
る
。
そ
の
対
策
は
。

答

沿
線
の
住
環
境
改
善

や
歩
行
者
等
の
安
全

確
保
の
た
め
の
拡
幅
整
備

は
現
実
的
に
は
難
し
く
、

大
型
車
両
を
、
国
道
42
号

に
迂
回
さ
せ
る
た
め
に
築

地
交
差
点
の
右
折
だ
ま
り

の
改
良
な
ど
を
国
土
交
通

省
和
歌
山
河
川
国
道
事
務

所
に
要
望
し
、
協
議
を
重

ね
て
き
た
。
現
在
、
着
手

に
向
け
、
調

整
を
進
め
て

い
る
。
本
市

と
し
て
も
、

引
き
続
き
、

国
と
協
力
し

取
り
組
む
。

問

本
市
の
生
活
道
路
は

他
市
と
比
べ
て
も
大

変
悪
い
が
、
補
修
の
実
施

基
準
は
ど
う
か
。

答

自
治
会
か
ら
の
補
修

要
望
等
が
あ
れ
ば
、

現
地
で
確
認
し
、
危
険
度

や
緊
急
性
、
通
学
路
等
の

道
路
特
性
な
ど
を
勘
案
し

対
応
し
て
い
る
。
規
模
の

大
き
い
工
事
に
つ
い
て
は
、

箇
所
付
け
を
行
い
、
国
・

県
の
補
助
金
を
活
用
し
計

画
的
に
整
備
を
進
め
て
い

る
。
な
お
、
舗
装
工
事
は

12
項
目
の
評
価
を
設
け
実

施
し
て
い
る
。

問

道
路
の
整
備
計
画
が

必
要
で
は
な
い
か
。

答

整
備
計
画
の
策
定
は

重
要
で
あ
る
と
認
識

し
て
い
る
の
で
他
市
の
事

例
を
研
究
す
る
。

名高の六堂ノ辻　浜橋
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▲コンセントタイプ

▼分電盤タイプ

問

人
口
の
流
出
を
少
し

で
も
食
い
止
め
て
い

く
こ
と
は
重
要
で
あ
る
。

就
労
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ

と
と
も
に
、
若
い
世
代
に

つ
い
て
は
住
宅
か
ら
の
ア

プ
ロ
ー
チ
も
非
常
に
重
要

で
あ
る
。
市
と
し
て
ど
ん

な
体
制
で
ど
れ
ぐ
ら
い
の

本
気
度
で
臨
む
の
か
。

答

本
気
度
は
十
分
で
あ

る
。
本
市
の
最
優
先

施
策
の
一
つ
が
若
者
定
住

策
で
あ
り
、
今
後
も
力
を

入
れ
て
取
り
組
む
。
本
市

に
暮
ら
す
皆
様
が
日
々
の

暮
ら
し
の
中
で
幸
せ
を
実

感
で
き
る
よ
う
、
住
み
や

す
さ
、
子
育
て
し
や
す
さ
、

雇
用
、
そ
の
他
さ
ま
ざ
ま

な
分
野
に
わ
た
り
知
恵
を

絞
り
、
懸
命
に
取
り
組
み

を
進
め
て
い
る
。
特
に
若

者
世
代
、
子
育
て
世
代
に

選
ん
で
も
ら
え
る
魅
力
づ

く
り
は
、
本
市
の
将
来
を

展
望
す
る
上
で
重
要
な
課

題
と
認
識
し
て
い
る
。
中

で
も
住
宅
施
策
に
関
し
て

は
、
若
者
が
地
元
に
と
ど

ま
る
、
ま
た
、
市
外
か
ら

本
市
に
移
住
す
る
き
っ
か

け
と
な
る
魅
力
の
一
つ
と

し
て
、
実
効
性
や
実
現
性

等
も
踏
ま
え
、
組
織
横
断

的
な
体
制
に
よ
り
、
市
全

体
の
取
り
組
み
と
し
て
研

究
・
検
討
す
る
。

問

市
営
住
宅
の
合
理
的

か
つ
効
果
的
な
運
営

の
た
め
に
は
、
指
定
管
理

者
制
度
の
導
入
が
望
ま
し

い
と
考
え
る
が
。

答

海
南
市
営
住
宅
長
寿

命
化
計
画
を
進
め
て

い
く
中
で
、
制
度
の
導
入

も
一
つ
の
選
択
肢
と
し
て

考
え
、
事
例
等
を
調
査
す

る
な
ど
、
今
後
に
向
け
研

究
す
る
。

問

感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
の

普
及
に
よ
り
大
地
震

時
の
火
災
を
大
幅
に
減
ら

す
こ
と
が
で
き
る
。
感
震

ブ
レ
ー
カ
ー
の
設
置
普
及

の
た
め
今
後
ど
の
よ
う
に

広
報
し
市
民
に
周
知
を
し

て
い
く
の
か
。

答
「
広
報
か
い
な
ん
」

へ
の
特
集
記
事
の
掲

載
や
自
主
防
災
組
織
研
修

会
で
の
周
知
に
加
え
、
今

後
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の

掲
載
、
ま
た
防
災
士
研
修

会
な
ど
研
修
の
機
会
を
捉

え
て
設
置
に
向
け
た
周
知

に
努
め
た
い
。

問

県
の
補
助
制
度
の
内

容
は
。

答

県
の
要
配
慮
者
を
対

象
と
し
た
感
震
ブ
レ

ー
カ
ー
設
置
促
進
事
業
で

は
、
市
の
実
施
事
業
費
の

２
分
の
１
以
内
で
補
助
金

を
交
付
す
る
こ
と
と
な
っ

て
い
る
。

問

例
え
ば
、
対
象
地
域

を
住
宅
密
集
地
な
ど

に
絞
り
込
ん
で
補
助
を
行

っ
て
は
ど
う
か
。

答

住
宅
が
密
集
し
て
い

る
地
域
な
ど
に
対
象

を
絞
っ
て
補
助
事
業
を
実

施
す
る
こ
と
は
、
感
震
ブ

レ
ー
カ
ー
を
効
果
的
に
普

及
す
る
こ
と
に
つ
な
が
る

と
考
え
る
が
、
そ
の
一
方

で
は
、
住
宅
が
密
集
し
て

い
な
い
地
域
で
も
、
高
齢

者
の
方
な
ど
避
難
行
動
に

支
援
が
必
要
な
方
の
場
合

は
、
避
難
す
る
際
に
電
気

ブ
レ
ー
カ
ー
を
切
る
こ
と

も
難
し
い
と
考
え
ら
れ
る
。

対
象
を
絞
っ
た
補
助
事

業
の
実
施
は
、
推
進
し
て

い
き
た
い
と
考
え
る
が
、

今
後
、
対
象
者
等
に
つ
い

て
は
よ
り
効
果
的
な
方
法

を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
普
及
に
向
け

補
助
対
象
地
域
を
絞
り
込
ん
で
は

●
よ
り
効
果
的
な
方
法
を
検
討
し
推
進
す
る

木津団地

市営住宅の跡地の活用で若者世代へ
住環境の整備を
●若者世代に選んでもらえる魅力づくりに取り組む

黒原　章至 議員

黒木　良夫 議員
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中学校給食風景

問

文
部
科
学
省
が
実
施

し
て
い
る
「
子
供
の

学
習
費
調
査
」
に
よ
る
と
、

平
成
14
年
度
か
ら
平
成
26

年
度
ま
で
の
総
学
習
費
は
、

小
・
中
学
校
で
い
ず
れ
も
10

％
以
上
増
加
し
て
い
る
。
ま

た
、
世
帯
収
入
４
０
０
万

円
未
満
と
１
２
０
０
万
円

以
上
の
世
帯
で
は
、
小
学

校
で
3.2
倍
、
中
学
校
で
1.8

倍
の
格
差
が
生
じ
て
い
る
。

教
育
格
差
解
消
と
教
育
費

の
保
護
者
負
担
軽
減
の
た

め
、
本
市
の
実
態
を
ど
の

程
度
把
握
し
て
い
る
か
。

答

保
護
者
が
、
小
・
中

学
校
に
支
払
う
経
費

の
う
ち
育
友
会
費
、児
童
・

生
徒
会
費
、
部
活
動
費
等

に
つ
い
て
各
小
・
中
学
校

か
ら
聞
き
取
り
な
ど
に
よ

り
調
査
を
行
っ
て
い
る
。

問

文
部
科
学
省
が
実
施

し
て
い
る
調
査
項
目
で

実
態
を
把
握
す
べ
き
で
は
。

答

こ
の
調
査
は
、
調
査

項
目
が
多
岐
に
わ
た

る
な
ど
保
護
者
に
大
変
な

負
担
を
か
け
る
。
学
校
長

と
も
十
分
協
議
し
、
先
進

事
例
の
調
査
も
行
い
実
施

で
き
る
か
検
討
し
た
い
。

問

自
営
業
所
得
２
５
０

万
円
の
世
帯
で
、
家

計
に
占
め
る
教
育
費
負
担

は
文
部
科
学
省
調
査
の
全

国
平
均
額
で
み
る
と
32
・

３
％
と
な
る
。
子
育
て
世

帯
の
家
計
に
占
め
る
教
育

費
の
負
担
は
大
変
な
問
題

で
あ
る
が
、
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
か
。

答

経
済
的
な
問
題
で
子

ど
も
た
ち
の
教
育
の

機
会
均
等
が
失
わ
れ
る
こ

と
は
い
け
な
い
こ
と
で
あ
る
。

で
き
る
だ
け
過
剰
な
負
担

と
な
ら
な
い
よ
う
学
校
に

対
し
て
指
導
し
て
い
る
。

子
育
て
世
帯
の
教
育
費
の

負
担
は
大
変
な
問
題
だ

●
経
済
的
な
問
題
で
教
育
の
機
会
均
等
が
失
わ
れ

て
は
い
け
な
い

問

待
機
児
童
の
定
義
は

ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

答

入
所
要
件
を
満
た
し
、

入
所
申
請
を
さ
れ
て

い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
入

所
で
き
な
い
状
態
の
児
童

で
あ
る
。
ま
た
、
本
年
度

か
ら
育
児
休
業
中
の
場
合
、

入
所
後
に
保
護
者
の
復
職

意
向
が
あ
れ
ば
待
機
児
童

に
含
め
ら
れ
る
。

問

特
定
の
施
設
を
希
望

し
た
場
合
、
待
機
児

童
に
含
め
ら
れ
る
の
か
。

そ
れ
ぞ
れ
の
人
数
は
ど
う

な
っ
て
い
る
か
。

答

特
定
の
施
設
希
望
の

場
合
、
待
機
児
童
に

含
め
て
い
な
い
。
待
機
児

童
は
４
月
に
は
居
な
か
っ

た
が
、
10
月
に
は
０
歳
児

６
人
、
１
歳
児
５
人
、
２

歳
児
１
人
で
あ
る
。
特
定

の
施
設
希
望
者
は
０
歳
児

５
人
、１
歳
児
４
人
で
あ
る
。

問

待
機
児
童
が
な
く
保

育
所
に
入
所
し
や
す

い
状
態
は
、
女
性
の
社
会

進
出
、
子
育
て
環
境
の
整

備
、
少
子
化
対
策
に
と
っ

て
も
大
切
だ
と
考
え
る
が
、

ど
う
解
消
し
て
い
く
の
か
。

答

待
機
児
童
解
消
は
重

要
な
課
題
と
捉
え
、

み
ら
い
子
ど
も
園
を
は
じ

め
と
す
る
新
た
な
体
制
整

備
の
ほ
か
、
効
率
的
な
保

育
士
の
配
置
等
に
努
め
る

中
で
対
応
し
て
い
く
。

問

十
分
な
保
育
士
を
確

保
す
る
た
め
に
は
保

育
士
の
受
け
入
れ
努
力
と

と
も
に
、正
規
職
員
で
の
採

用
を
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答

平
成
30
年
度
か
ら
一

般
職
任
期
付
職
員
と

し
て
５
人
の
募
集
を
行
っ

て
お
り
、
任
期
付
で
は
あ

る
が
正
規
職
員
と
し
て
採

用
に
努
め
て
い
く
。

上田　弘志 議員

保育所・こども園での待機児童の現状は
●０歳児、１歳児で途中入所がしにくい状態である

橋爪　美惠子 議員
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問

日
本
の
土
地
制
度
は
、

土
地
神
話
に
支
え
ら

れ
、
資
産
価
値
を
失
わ
な

い
前
提
で
つ
く
ら
れ
て
い

る
。
土
地
の
資
産
価
値
が

下
が
る
と
、
お
金
を
払
っ

て
相
続
登
記
す
る
動
機
が

な
く
な
り
、
放
置
さ
れ
や

す
く
な
る
。
放
置
が
何
十

年
も
続
く
と
相
続
人
が
増

え
、
相
続
や
売
却
は
ま
す

ま
す
難
し
く
な
り
、
所
有

者
不
明
の
土
地
が
増
え
る
。

所
有
者
不
明
土
地
問
題

研
究
会
（
座
長
・
増
田
寛

也
元
大
臣
）
で
は
、
所
有

者
不
明
の
土
地
面
積
合
計

は
九
州
よ
り
も
広
い
と
い

う
。
処
分
に
困
る
不
動
産

に
マ
イ
ナ
ス
の
意
味
を
込

め
た
「
負
動
産
」
の
解
決

に
は
法
律
改
正
が
必
要
で
、

国
の
課
題
だ
が
、
市
で
取

り
組
め
る
事
業
も
あ
る
の

で
は
な
い
か
。

答

例
え
ば
、
土
地
所
有

者
が
死
亡
し
各
種
届

出
手
続
き
を
行
う
際
に
、

相
続
登
記
を
促
す
案
内
を

す
る
な
ど
の
取
り
組
み
が

で
き
る
と
考
え
て
い
る
。

問

固
定
資
産
税
を
課
税

で
き
な
い
所
有
者
不

明
の
土
地
は
現
在
ど
の
程

度
本
市
に
存
在
す
る
の
か
。

答

課
税
で
き
ず
課
税
保

留
と
し
て
い
る
土
地

は
、
宅
地
で
46
筆
約
８
５

０
０
平
方
メ
ー
ト
ル
（
２

６
０
０
坪
）、
田
と
畑
で

58
筆
約
２
万
８
５
０
０
平

方
メ
ー
ト
ル
（
８
６
０
０

坪
）、
山
林
で
29
筆
約
７

万
３
７
０
０
平
方
メ
ー
ト

ル
（
２
万
２
３
０
０
坪
）、

雑
種
地
等
で
８
筆
約
７
０

０
平
方
メ
ー
ト
ル
（
２
０

０
坪
）
で
、
合
計
１
４
１

筆
約
11
万
１
４
０
０
平
方

メ
ー
ト
ル
（
３
万
３
７
０

０
坪
）
で
あ
る
。

問

関
係
地
区
住
民
へ
の

説
明
会
で
、
業
者
か

ら
出
さ
れ
た
文
書
に
は
県

へ
の
相
談
が
な
い
ま
ま

「
和
歌
山
県
河
川
課
の
指

導
を
受
け
て
い
る
」
と
記

載
さ
れ
て
い
る
。
市
で
は
、

業
者
と
事
前
協
議
な
ど
を

行
っ
た
の
か
。

答

た
め
池
の
払
い
下
げ

や
里
道
・
水
路
の
付

け
替
え
、
境
界
の
明
示
な

ど
の
個
別
で
の
話
し
合
い

は
あ
る
が
、
現
時
点
で
は

事
前
の
協
議
は
行
っ
て
い

な
い
。

問

開
発
地
の
す
ぐ
下
に

市
の
所
有
の
車
瀬
池

が
あ
る
。
こ
の
池
は
事
業

計
画
区
域
外
で
あ
る
が
、

業
者
が
新
た
に
造
る
調
整

池
を
経
て
パ
イ
プ
で
水
を

流
し
込
む
計
画
な
ど
が
あ

り
、
こ
の
事
業
の
重
要
な

ポ
イ
ン
ト
と
な
っ
て
い
る
。

業
者
と
事
前
の
協
議
は
行

っ
て
い
る
の
か
。

答

協
議
は
行
っ
て
い
な

い
。
な
お
、
協
議
や

手
続
き
な
し
に
市
所
有
の

た
め
池
の
構
造
な
ど
を
勝

手
に
変
え
る
こ
と
は
で
き

な
い
。

問

こ
の
地
域
は
土
砂
災

害
警
戒
区
域
や
土
砂

災
害
特
別
警
戒
区
域
で
あ

り
、
十
分
に
安
全
対
策
を

講
じ
る
必
要
が
あ
る
。
そ

の
こ
と
を
踏
ま
え
て
自
治

会
へ
の
対
応
や
指
導
通
知

書
に
よ
る
事
業
を
行
わ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
市

の
捉
え
方
に
つ
い
て
問
う
。

答

自
治
会
や
関
係
団
体

は
総
会
等
で
の
合
意

形
成
が
必
要
で
あ
る
。
ま

た
、
指
導
通
知
書
の
事
項

を
遵
守
し
、
適
正
な
対
応

を
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

重
根
地
区
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
建

設
計
画
に
つ
い
て
、事
前
協
議

を
行
っ
た
か

●
業
者
と
の
事
前
の
協
議
は
行
っ
て
い
な
い

所有者不明で課税保留の土地は
どの程度存在するのか
●合計11万平方メートル余り存在する

川端　　進 議員

河野　敬二 議員
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問

１
９
８
５
年
に
６
万

７
２
１
８
人
で
あ
っ

た
本
市
の
人
口
が
２
０
１

７
年
11
月
１
日
現
在
、
５

万
２
６
７
人
と
な
り
、
１

万
６
９
５
１
人
減
少
し
、

直
近
12
カ
月
で
は
７
９
３

人
減
少
。

平
成
28
年
度
の
出
生
数

は
２
７
７
人
ま
で
低
下
し
、

合
計
特
殊
出
生
率
は
県
下

の
自
治
体
で
最
低
。

社
会
増
減
は
過
去
10
年

で
２
８
５
６
人
減
、
人
口

の
流
出
が
と
ど
ま
ら
な
い
。

そ
こ
で
、
本
市
へ
の
若

年
世
帯
の
移
住
、
転
入
を

促
す
た
め
に
、
５
つ
の
新

規
政
策
の
実
施
を
求
め
る
。

①
市
外
か
ら
の
若
年
世
帯

転
入
者
の
住
宅
取
得
に
対

し
て
、
補
助
金
を
交
付
す

る
制
度
、
住
宅
ロ
ー
ン
の

金
利
補
助
を
す
る
制
度
。

②
市
外
か
ら
転
入
し
、
起

業
し
た
者
に
補
助
金
を
交

付
す
る
起
業
支
援
事
業
補

助
金
制
度
。

③
出
産
時
に
出
産
祝
い
金

を
支
給
す
る
制
度
。

④
市
外
か
ら
移
住
す
る
若

年
者
に
対
し
て
、
生
活
に

必
要
な
経
費
を
支
給
す
る

若
年
移
住
者
暮
ら
し
奨
励

金
制
度
。

⑤
市
外
か
ら
移
住
す
る
若

年
者
に
対
し
、
漆
器
、
家

具
、
農
業
等
の
継
業
に
必

要
な
経
費
を
支
給
す
る
移

住
者
継
業
支
援
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
制
度
。

以
上
５
つ
の
新
規
政
策

の
実
施
を
求
め
る
。

答

人
口
減
少
は
年
を
追

う
ご
と
に
予
想
を
超

え
る
速
さ
で
進
ん
で
い
る
。

早
い
時
期
で
の
事
業
実
施

も
念
頭
に
、
提
言
の
５
つ
の

新
規
政
策
の
検
討
も
含
め
、

よ
り
効
果
的
な
事
業
実
施

が
で
き
る
よ
う
努
め
る
。

次回の定例会から、本会議及び委員会の録
画配信をスタートします。海南市議会ホーム
ページから視聴いただけます。

ホームページでは、市議会の日程、政務活
動費の収支報告など議会の情報を掲載してい
ます。また、市議会の会議録も閲覧できます。

議会広報委員会では、
よりよい紙面づくりに
努めています。よりよ
い紙面とするため、議
会だよりに関するご意
見等お寄せください。

市議会の定例会は年４回開会されます。
市議会では、市民の皆さんの生活に密着したさ

まざまな問題が審議されています。市政を知る機
会にもなりますので、ぜひ傍聴にお越しください。
次回の２月定例会は２月22日（木）に開会す

る予定です。日程は変更することがありますので、
傍聴を希望される場合は、お手数ですが日時をお
問い合わせください。

傍聴席入口に傍聴者目安箱を設置していますの
で、傍聴の際のご意見・ご感想をお寄せ下さい。

市議会ホームページ

市議会だよりへのご意見を
お聞かせください

議会を傍聴しませんか

海南市議会事務局
〒642-8501  海南市南赤坂１１番地

ＴＥＬ　０７３－４８３－８７００
ＦＡＸ　０７３－４８３－８７０３
Ｅメール　gikaij@city.kainan.lg.jp
ホームページ
http://www.city.kainan.lg.jp/shigikai/

若年世帯の移住、転入を促す新規政策
の実施を
●効果的な事業実施ができるよう努める

宮本　憲治 議員
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11月
定例会

平成29年海南市議会11月定例会は、11月30日から12月21日までの22日間の会期で開か
れました。
この議会には、市長から条例の改正や補正予算、人事案件など議案18件が提出されまし

た。また、請願が１件、さらに、議員から条例改正案２件と意見書案１件が、委員会から条例
制定案１件、会議規則の改正案１件、宣言案１件が提出されました。

道路整備事業に係る補助率等のかさ上げ措置に関する意見書（案）が議員から提出され、全会一致で
可決しました。可決を受け、１２月２５日に下記の意見書を衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣、財
務大臣、国土交通大臣に提出しました。

「核兵器廃絶平和都市宣言を求める請願」を12月21日に全会一致で採択、それを受けて同日、総務委
員会から「核兵器廃絶平和都市宣言（案）」が提出され、全会一致で可決しました。

我が国は、世界で唯一の核被爆国であり、私たち日本国民は、再び広島・長崎の惨禍を繰り返してはならな
いと痛切に願っている。

私たちを生み、育て、そして未来の人々の生存を託すべきこの地球は、全ての人類にとってかけがえのない
ものである。

今、この地球上に核兵器保有国があり、その核軍備により人類の生存そのものが脅かされており、核兵器の
廃絶が緊急に求められている。
「国連会議」で人類史上はじめての核兵器を違法化する核兵器禁止条約が結ばれた今、私たち海南市民は、

日本国憲法に掲げられた恒久平和の理念のもと、非核三原則を遵守し、世界の全ての核兵器の廃絶と軍縮を強
く訴え、また、自らに深く誓い、ここに海南市を「核兵器廃絶平和都市」とすることを宣言する。

平成 29 年 12 月 21日	 海 南 市 議 会

道路は、市民の安全・安心な暮らしや経済活動を支えるとともに、災害時には市民の命を守るライフライン
として機能するなど、市民生活になくてはならない重要な社会基盤である。

現在、道路整備事業においては、「道路整備事業に係る国の財政上の特別措置に関する法律」の規定により、
地域高規格道路事業や交付金事業の補助率等がかさ上げされているが、この措置は、平成 29 年度までの時限
措置となっている。

地方創生に全力を挙げている地方自治体にとって、かさ上げ措置の廃止は死活問題であり、本市の地域づく
りに影響を及ぼし、地域活力の低下を招くことになる。

よって、国においては、来年度以降も迅速かつ着実な道路整備の推進により地域の活性化が図られるよう道
路整備事業に係る国の財政上の特別措置に関する法律の規定による補助率等のかさ上げ措置について、平成
30 年度以降も継続することはもとより、さらなる拡充等の措置を講じるとともに、今後とも着実な道路整備の
推進に必要な財源を確保するよう強く要望する。

以上、地方自治法第 99 条の規定により意見書を提出する。
平成 29 年 12 月 25 日	 海 南 市 議 会

道路整備事業に係る補助率等のかさ上げ措置に関する意見書

核兵器廃絶平和都市宣言
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災害復旧のための補正予算

３億６,０２３万円を可決！

◆河川災害復旧事業　２，２０８万５，０００円

◆【県事業】災害緊急がけ崩れ対策事業・
災害関連緊急砂防等事業　負担金１，１０３万円

◆林業用施設災害復旧事業　２２万３，０００円

対  象  箇  所
薬師谷川 神田川 興川原排水路

別所大門排水路 下津楠戸排水路 孟子荒糸排水路

引尾芦山排水路 引尾大藪排水路 別所ミソン田排水路

下津神田排水路 沓掛寺垣内排水路 野上新宮向排水路

冷水寺川 冷水小峰排水路 別所寺田排水路

ひや水北原排水路 女良奥谷排水路 鰈川樫木谷排水路

大窪儀曽排水路 重根車瀬谷排水路 木津坂排水路

重根椎原排水路 鰈川垣内排水路 小原長垣内排水路

野上新柳瀬排水路 小畑相上排水路 東畑宮ノ上排水路

興フト尾排水路外１線 海老谷岩ノ木排水路 日方深原排水路

引尾大藪排水路 東畑寺尾原排水路 別所上ノ久保排水路

上谷中ノ垣内排水路 橘本岩屋谷排水路 岡田南山畑排水路

別所千田尾排水路

対  象  箇  所
下津町方地区 黒江地区 冷水地区

別所地区 東畑地区

対  象  箇  所
林道幡川線

石積み護岸が崩れた薬師谷川

冷水地区の崖崩れ現場
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台風２１号による被害

～災害復旧工事進む～
◆農業用施設災害復旧事業　２億９，２９６万９，０００円

◆道路橋梁災害復旧事業　３，３９２万３，０００円

対  象  箇  所
農道パイロット幹線１号 農道パイロット幹線２号 農道パイロット幹線３号

農道パイロット小畑支線 農道パイロット丁支線 農道パイロット上出支線

農道海南南部線 海老谷中尾農道 九品寺栗林池水路

野上新深谷水路 野上新深谷田畦畔 木津葉山田畦畔

方小嶋谷農道 青枝農道 青枝古垣内水路

小松原露田農道 小松原畑総農道支線２号 大窪南山農道

引尾２号承水路 農道引尾１号承兼道路 百垣内神田農道

農道扱沢細田線 農道別所沖原線 農道東畑南部線

農道ひや水北浦線 木津吉谷池水路 九品寺新池水路

農道高津線 高津濁り池 高津中平農道

且来神田水路 上門脇農道 土井原西原農道

小南１号承水路 農道橘本８号承兼道路 梅田農道

農道東畑八王子線 小松原畑総農道幹線２号

対  象  箇  所
ひや水３号線 ひや水４号線 ひや水５号線

ひや水７号線 馬場坂線 引尾宮尾里道

旧熊野街道線 白岩線 中津尾線

橘本岩屋谷線 神出浦沖山線 鰈川中線

神田外瀬線 扱沢６号線 別所２号線

野上新３号線 上谷１号線 日方深原里道

高津８号線 東畑１号線 東畑２号線

東畑小久保里道 東畑柳曽原里道 ひや水北原里道

海老谷１号線 海老谷４号線 東畑東裏里道

原野 26 号線 西垣内５号線 楠戸線

下津峠里道 下津大将軍里道 沖野々奥ノ谷里道

別所千田尾里道 上谷中曽里道 阪井 13 号線

且来 10 号線道路の一部が崩落したひや水 4 号線

笠畑地区の農道の崩落現場
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討
論

討
論

自治会連絡協議会及び女性連
絡協議会から、本市における人

口減少に伴う諸問題等を踏まえて、より一層
の簡素化並びに合理化を図るよう要望書が届
けられている。民意を代表し代弁する立場であ
る市議会議員として、多くの市民から寄せられ
た声に対し、自ら議員定数を削減することも民
意を反映することの一つだと考える。また、今後
も人口減少が見込まれることや財政的にも厳
しいこと、類似団体や近隣団体においても議
員定数を削減していることなどを勘案し、賛成
である。
	 米原  耕司議員 ／ 黒木  良夫議員
	 中西  　徹議員

医療や介護の負担だけでなく教
育費の負担も増大しており、市

民の生活が大変厳しい時に議員自らが身を切
るという姿勢を市民に示すべきである。どんな
報酬であっても市民、市政のために全力を尽く
していくということが議員としての役割だと思う。
特別職等報酬審議会や特別委員会でじっくり
議論している時間はない。早急に議員報酬を
下げるべきである。
	 河野  敬二議員 ／ 上田　弘志議員
	 橋爪  美惠子議員 ／ 岡　義明議員

地方分権の進展により、地方議
会はこれまで以上に執行機関を

チェックする機能が求められており、少数意見
を含め多様な意見を市政に反映させるために
は十分な議員定数が必要である。また議員定
数を20人に削減した場合、各委員会の構成
人数が少なくなり慎重な委員会審査ができなく
なると考えるので、反対である。
	 橋爪  美惠子議員 ／ 上田  弘志議員
	 河野  敬二議員　

議員報酬については、特別職等
報酬審議会を設置し、学識経験

者等の意見を踏まえた上で決定するべきであ
る。あるいは、特別委員会で調査・研究し、議論
した上で改正するべきである。今回の発議は話
し合いがないまま、場当たり的、パフォーマンス
的に出されたものであり、反対である。
	 黒木  良夫議員 ／ 榊原  徳昭議員
	 磯﨑  誠治議員 ／ 美ノ谷  徹議員

議員から、平成30年１月分からの議員報酬の月額を１割引き下げる条例案が提出されまし
たが、賛成少数で否決しました。

議員から、議員定数を22人から20人に削減する条例案が提出され、賛成多数で可決しました。
今年４月30日の任期満了に伴い予定されている次回市議会議員一般選挙から定数20人が
適用されます。

議員定数を削減
22人から20人へ

議員定数を削減
22人から20人へ

賛成

賛成

反対

反対
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討
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会派・議員名
 
 
 
 
 議案番号等

市政クラブ 日本共産党 
海南市議会議員団 公明党 新志 

クラブ 市民クラブ
無
所
属

無
所
属 結

　
　
果

磯
﨑
　
誠
治

栗
本
　
量
生

宮
本
　
憲
治

上
田
　
弘
志

河
野
　
敬
二

岡
　
　
義
明

橋
爪
美
惠
子

黒
木
　
良
夫

中
家
　
悦
生

森
下
　
貴
史

黒
原
　
章
至

川
口
　
政
夫

美
ノ
谷
　
徹

宮
本
　
勝
利

片
山
　
光
生

寺
脇
　
寛
治

榊
原
　
徳
昭

川
崎
　
一
樹

東
方
　
貴
子

米
原
　
耕
司

中
西
　
　
徹

川
端
　
　
進

議案第７９号 
議案第８０号 
議案第８１号 
議案第８２号 
議案第８３号

○ ○× ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議
長

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

発議第  ５  号 × 欠席 ○ ○ ○ ○ ○ × × × × × × × × × × × × × × 否決
発議第  ６  号 ○ 欠席 ○ × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

【○…賛成　×…反対】  ※議長は賛否に加わることができません。ただし、賛否同数の場合は、議案の可決・否決を決めることができる「裁決権」が認められています。

■賛否の分かれた議案の表決結果

議案の審議結果

〇議案第73号
【賛成】マイナンバー制度に関わるシステム修正委託料に
ついては、旧姓併記や年金機構との連携のためのもので
あるが、費用対効果においては問題があると考える。しかし、
この補正予算は、台風21号に伴う災害の復旧という大き
な役割があるので反対するものではない。
	 （橋爪　美惠子議員）

〇請願第１号
【賛成】合併前の下津町、海南市でも平和都市宣言をして
いた。日本は世界で唯一の被爆国であり、核兵器廃絶は日
本の責務であり人類の願いであるので、賛成である。
	 （橋爪　美惠子議員）

〇議案第79号～議案第83号
【賛成】春闘などの労働運動で民間の賃金も上がってきた
ので、公務員の賃金も上げていくことは妥当だと考える。公
務員は市民に奉仕するという大きな役割を担っているので、
一定の給与を確保していかなければならない。
	 （河野　敬二議員）

【反対】正規職員のボーナスを4.3カ月分から4.4カ月分に、
再任用職員のボーナスを0.05カ月分引き上げることに予
算を使うのではなく、税負担の軽減、市民生活の向上、地
域の活性化、まちおこしのために予算を使うべきと考え、反
対する。	 （宮本　憲治議員）

議案番号 議　案　名 結果
報告第１０号 専決処分事項の報告（平成２９年度海南市一般会計補正予算（第４号）） 全会一致で承認
議案第７０号 海南市職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例 全会一致で可決
議案第７１号 海南市同意集積区域における固定資産税の特別措置に関する条例の一部を改正する条例 全会一致で可決
議案第７２号 海南市地区集会所条例の一部を改正する条例 全会一致で可決
議案第７３号 平成２９年度海南市一般会計補正予算（第５号） 全会一致で可決
議案第７４号 平成２９年度海南市国民健康保険特別会計補正予算（第１号） 全会一致で可決
議案第７５号 平成２９年度海南市後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号） 全会一致で可決
議案第７６号 平成２９年度海南市介護保険特別会計補正予算（第１号） 全会一致で可決
議案第７７号 平成２９年度海南市水道事業会計補正予算（第２号） 全会一致で可決
議案第７８号 市道路線の廃止及び認定 全会一致で可決
議案第７９号 海南市職員給与条例の一部を改正する条例 賛成多数で可決
議案第８０号 平成２９年度海南市一般会計補正予算（第６号） 賛成多数で可決
議案第８１号 平成２９年度海南市国民健康保険特別会計補正予算（第２号） 賛成多数で可決
議案第８２号 平成２９年度海南市後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号） 賛成多数で可決
議案第８３号 平成２９年度海南市介護保険特別会計補正予算（第２号） 賛成多数で可決
議案第８４号 平成２９年度海南市一般会計補正予算（第７号） 全会一致で可決
諮問第  ２  号 人権擁護委員候補者の推薦 全会一致で同意
諮問第  ３  号 人権擁護委員候補者の推薦 全会一致で同意
発議第  ３  号 海南市議会基本条例 全会一致で可決
発議第  ４  号 海南市議会会議規則の一部を改正する規則 全会一致で可決
発議第  ５  号 海南市議会議員の議員報酬等に関する条例の一部を改正する条例 賛成少数で否決
発議第  ６  号 海南市議会議員定数条例の一部を改正する条例 賛成多数で可決
発議第  ７  号 道路整備事業に係る補助率等のかさ上げ措置に関する意見書（案） 全会一致で可決
発議第  ８  号 核兵器廃絶平和都市宣言（案） 全会一致で可決
請願第  １  号 核兵器廃絶平和都市宣言を求める請願 全会一致で採択
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■
総
務
委
員
会

12
月
11
日
に「
法
制
業
務
に
つ
い
て
」

調
査
を
行
い
ま
し
た
。

ば
ら
つ
き
は
あ
り
ま
す
が
、
最
近
で

は
、
法
令
に
基
づ
く
も
の
、
法
令
に
基

づ
か
な
い
自
主
条
例
合
わ
せ
て
、
年
間

70
件
近
い
条
例
案
が
、
議
会
に
提
出
さ

れ
成
立
し
て
い
ま
す
。

条
例
と
は
、
議
会
の
議
決
に
よ
り
自

主
的
に
制
定
す
る
法
規
の
こ
と
で
、
今

回
、
条
例
作
成
の
事
務
の
流
れ
や
議
会

に
提
出
さ
れ
る
最
終
案
を
審
査
す
る
15

人
の
職
員
で
組
織
さ
れ
て
い
る
条
例
審

議
会
に
つ
い
て
調
査
研
究
を
行
い
ま
し
た
。

■
建
設
経
済
委
員
会

12
月
11
日
に
所
管
事
務
調
査
を
行
い
、

和
歌
山
下
津
港
係
留
施
設
整
備
事
業
に

つ
い
て
、
担
当
課
か
ら
事
業
に
係
る
県

と
の
協
定
内
容
や
事
業
に
係
る
主
な
経

過
の
説
明
を
受
け
、
委
員
か
ら
は
、
施

設
の
維
持
管
理
や
利
用
促
進
に
つ
い
て

意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。　
　

次
に
、
道
路
整
備
事
業
に
係
る
国
の

財
政
上
の
特
別
措
置
に
関
す
る
法
律
に

つ
い
て
、
現
在
、
法
の
規
定
に
よ
り
道

路
整
備
に
係
る
国
の
補
助
率
が
５
％
か

さ
上
げ
さ
れ
て
い
る
が
、
平
成
30
年
度

に
そ
の
か
さ
上
げ
措
置
が
廃
止
さ
れ
、

本
市
で
は
交
付
金
が
約
２
８
０
０
万
円

減
少
す
る
見
込
み
で
あ
る
と
の
説
明
が

担
当
課
か
ら
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
か

さ
上
げ
措
置
の
継
続
や
さ
ら
な
る
拡
充

を
国
に
要
望
す
る
意
見
書
の
提
出
に
つ

い
て
も
協
議
し
ま
し
た
。　

■
教
育
厚
生
委
員
会

12
月
11
日
に
「
学
校
給
食
費
の
徴
収

事
務
に
つ
い
て
」
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

本
市
の
学
校
給
食
は
幼
稚
園
児
・
小

中
学
校
児
童
生
徒
及
び
教
職
員
を
合
わ

せ
た
約
４
１
０
０
人
を
対
象
と
し
て
お

り
、
食
材
費
と
し
て
徴
収
す
る
給
食
費

は
年
間
合
計
で
約
２
億
１
８
０
０
万
円

で
あ
る
こ
と
、
ま
た
、
公
会
計
の
導
入

に
つ
い
て
、
県
内
他
市
で
は
、
一
部
の

学
校
で
の
み
導
入
し
て
い
る
２
市
を
含

め
７
市
が
公
会
計
を
導
入
し
て
お
り
、

全
国
で
約
６
割
が
学
校
会
計
で
実
施

し
て
い
る
中
、

和
歌
山
県
は

全
国
に
比
べ

公
会
計
の
導

入
が
進
ん
で

い
る
こ
と
な

ど
に
つ
い
て

調
査
を
行
い

ま
し
た
。

庁舎跡地整備特別委員会

特 別 委 員 会 レ ポ ー ト

日方の庁舎跡地に整備予定の（仮称）市民交流施設の基本設計素案では、３階建てのＬ型の建物を敷地
中央に配置し、１階をピロティ形式の駐車場、２階をメインフロアとし、エントランス、カフェ、多目的室を
配置し、３階は図書館機能の一般書ゾーンとして学習席も配置するなど静かなフロアにするとしています。

特に、２階メインフロアでは子ども向けにインテリアに趣向を凝らすとともに、児童書ゾーンに子どもが
好む天井が低い隠れ家的な中２階の閲覧コーナーや、乳幼児用遊び場、子ども用トイレなどを設けることと
しています。

また、広場の整備では、現在の敷地
に６％の緩やかな勾配となるよう盛土
を施し「ゆるやかな丘」を造成し、そ
の広場内では雨天時でも子どもが遊べ
るよう一部に大屋根も設けることとし
ています。

所
管
事
務
調
査

中学校給食スタート

（仮称）市民交流施設  イメージ図
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海
南
市
議
会
で
は
、
平
成
25
年
に
議
会
改
革
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
を
設
置

し
、「
開
か
れ
た
議
会
」、「
活
力
あ
る
議
会
運
営
」、「
積
極
的
な
政
策
提
言
」

の
３
点
を
議
会
改
革
の
方
向
性
と
し
て
定
め
調
査
研
究
を
行
い
、
翌
年
に
設
置

し
た
議
会
改
革
特
別
委
員
会
に
お
い
て
、
さ
ら
に
そ
の
議
論
を
積
み
重
ね
て
き

ま
し
た
。

特
別
委
員
会
で
は
、
条
例
に
盛
り
込
む
内
容
の
議
論
、
先
進
地
の
視
察
等
を

重
ね
全
議
員
を
対
象
と
し
た
報
告
会
に
お
け
る
意
見
を
踏
ま
え
、
平
成
29
年
11

月
定
例
会
に
お
い
て
、「
海
南
市
議
会
基
本
条
例
」
を
委
員
会
提
出
議
案
に
よ

り
提
案
し
全
会
一
致
で
可
決
さ
れ
、
平
成
30
年
４
月
１
日
か
ら
施
行
し
ま
す
。

海南市議会基本条例の構成
前　文

第１章　総則
第 １ 条 目的
第 ２ 条 本条例の位置づけ
第 ３ 条 基本方針・理念

第２章　議会及び議員の活動原則

第 ４ 条 議会の活動原則
第 ５ 条 議員の活動原則
第 ６ 条 政策提案及び政策提言
第 ７ 条 政務活動費
第 ８ 条 災害時の対応

第３章　市民と議会の関係

第 ９ 条 説明責任
第10条 意見交換会
第11条 請願者及び陳情者の説明機会
第12条 公聴会及び参考人制度の活用

第４章　議会と行政の関係

第13条 一般質問
第14条 質疑
第15条 反問権
第16条 政策提案の説明要求

第５章　議会運営
第17条 会派
第18条 自由討議
第19条 会議の公開

第６章　議会の機能強化

第20条 議決事件の追加
第21条 附属機関の設置
第22条 議員研修
第23条 議会図書室
第24条 予算の確保
第25条 議会事務局の拡充

第７章　議員の政治倫理、身分及び待遇
第26条 政治倫理
第27条 議員定数
第28条 議員報酬

第８章　見直し手続 第29条 見直し手続

海南市議会基本条例海南市議会基本条例
を制定しました

地
方
分
権
の
進
展
に
伴
い
、
地
方
自

治
体
は
自
ら
の
判
断
と
責
任
に
よ
り
、

地
域
の
実
情
に
沿
っ
た
行
政
を
展
開
し

て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

こ
の
よ
う
な
中
、
二
元
代
表
制
の
趣

旨
を
踏
ま
え
、
議
会
は
こ
れ
ま
で
以
上

に
執
行
機
関
の
監
視
機
能
を
十
分
に
発

揮
す
る
と
と
も
に
政
策
立
案
機
能
を
強

化
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

●
二
元
代
表
制
と
は

市
民
が
、
市
長
と
議
会
の
議
員
を
、

直
接
、
別
々
に
選
挙
で
選
ぶ
こ
と
で
、

住
民
の
代
表
機
関
が
２
通
り
に
な
っ
て

い
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
ま
す
。

●
議
会
基
本
条
例
と
は

市
民
に
対
し
、
議
会
及
び
議
員
の

役
割
や
市
民
と
議
会
の
関
係
、
議
会
と

行
政
の
関
係
な
ど
を
明
ら
か
に
す
る
と

と
も
に
、
議
会
の
目
指
す
べ
き
も
の
や

そ
の
あ
る
べ
き
姿
を
定
め
る
こ
と
に
よ

り
、
議
会
の
活
性
化
を
図
り
、
民
主
的

な
市
政
の
発
展
及
び
市
民
の
福
祉
の
増

進
に
寄
与
す
る
こ
と
を
決
意
し
、
本
条

例
を
明
文
化
す
る
も
の
で
す
。

議
会
基
本
条
例
策
定
の
必
要
性
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⑶
議
員
は
、
一
部
の
団
体
及
び
地
域
の

代
表
に
と
ど
ま
ら
ず
、市
民
全
体
の
福

祉
の
増
進
を
目
指
し
て
活
動
し
ま
す
。

◇
政
務
活
動
費
（
第
７
条
）（
新
規
）

政
務
活
動
費
の
使
途
の
透
明
性
を
確

保
し
、
市
民
へ
の
説
明
責
任
を
果
た
す

必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
収
支
報
告
書

及
び
領
収
書
等
を
公
開
す
る
こ
と
と
し
、

具
体
的
に
は
、
収
支
報
告
等
は
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
、
領
収
書
等
は
議
会
図
書
室

で
誰
で
も
自
由
に
閲
覧
で
き
る
よ
う
に

し
ま
す
。

主
な
内
容
に
つ
い
て
は
下
記
の
と
お

り
と
な
っ
て
い
ま
す
。
な
お
、
新
た
な

取
り
組
み
を
含
ん
で
い
る
条
文
に
つ
い

て
は
（
新
規
）
と
記
載
し
て
い
ま
す
。

◇
本
条
例
の
位
置
づ
け
（
第
２
条
）

本
条
例
が
海
南
市
議
会
に
お
け
る
最

高
規
範
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る

と
と
も
に
、議
会
に
関
す
る
他
の
条
例
・

規
則
等
の
制
定
や
改
廃
、
そ
の
解
釈
及

び
運
用
に
当
た
っ
て
は
、
議
会
に
お
け

る
最
高
規
範
で
あ
る
こ
の
条
例
と
の
整

合
を
図
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

◇
基
本
方
針
・
理
念
（
第
３
条
）

議
会
は
選
挙
で
選
出
さ
れ
た
議
員
で

構
成
さ
れ
て
お
り
、
市
民
の
代
表
と
し

て
そ
の
自
覚
と
誇
り
を
持
ち
、
市
民
の

多
様
な
意
見
を
市
政
に
反
映
す
る
こ
と

が
責
務
で
す
。

ま
た
、
地
方
分
権
が
進
む
中
、
議
会

の
議
決
責
任
は
さ
ら
に
重
く
な
っ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
そ
の
責
任
を
深
く
認
識

し
、
市
の
意
思
決
定
を
行
い
ま
す
。

◇
議
会
の
活
動
原
則
（
第
４
条
）

⑴
公
正
性
及
び
透
明
性
を
確
保
し
、
市

民
に
開
か
れ
た
議
会
を
目
指
し
ま
す
。

⑵
議
決
責
任
を
深
く
認
識
し
、
市
の
意

思
決
定
を
行
う
と
と
も
に
、
市
政
の

課
題
並
び
に
議
案
等
の
審
議
及
び
審

査
の
内
容
に
つ
い
て
、
市
民
へ
の
説

明
責
任
を
果
た
し
ま
す
。

⑶
市
政
運
営
の
監
視
及
び
評
価
を
行
い

ま
す
。

⑷
政
策
立
案
及
び
政
策
提
言
に
取
り
組

み
ま
す
。

⑸
議
員
発
議
に
よ
る
条
例
制
定
に
取
り

組
む
な
ど
、
立
法
機
能
の
発
揮
に
努

め
ま
す
。

⑹
市
民
の
多
様
な
意
見
を
的
確
に
把
握

し
、
市
政
及
び
議
会
運
営
に
反
映
さ

せ
ま
す
。

⑺
議
員
間
の
自
由
闊
達
な
議
論
に
よ
り
、

市
政
の
課
題
に
関
す
る
論
点
及
び
争

点
を
明
ら
か
に
し
ま
す
。

⑻
議
会
の
役
割
を
追
求
し
、
不
断
の
議

会
改
革
に
努
め
ま
す
。

◇
議
員
の
活
動
原
則
（
第
５
条
）

⑴
議
員
は
、
市
民
の
負
託
を
受
け
て
議

員
に
選
出
さ
れ
た
こ
と
を
自
覚
し
、

議
員
と
し
て
必
要
な
資
質
の
向
上
に

努
め
る
と
と
も
に
、
誠
実
か
つ
公
正

な
職
務
の
遂
行
に
努
め
ま
す
。

⑵
議
員
は
、
市
民
の
多
様
な
意
見
を
的

確
に
把
握
し
、
必
要
な
政
策
立
案
及

び
政
策
提
言
を
行
う
と
と
も
に
、
議

会
活
動
に
つ
い
て
市
民
へ
の
説
明
に

努
め
ま
す
。

◇
意
見
交
換
会
（
第
10
条
）（
新
規
）

市
民
の
意
見
を
反
映
さ
せ
た
市
政
を

推
進
す
る
た
め
、
議
会
で
の
審
議
内
容

等
を
お
知
ら
せ
す
る
と
と
も
に
市
の
政

策
課
題
に
つ
い
て
市
民
と
議
論
を
行
う

場
と
し
て
、意
見
交
換
会
を
開
催
し
ま
す
。

◇
反
問
権
（
第
15
条
）（
新
規
）

本
会
議
や
委
員
会
に
説
明
の
た
め
に

出
席
し
た
者
は
、
議
員
か
ら
質
疑
や
質

問
を
受
け
た
と
き
に
、
そ
の
論
点
を
明

ら
か
に
す
る
た
め
、
議
長
ま
た
は
委
員

長
の
許
可
を
得
て
、
当
該
議
員
に
対
し

反
問
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◇
政
策
提
案
の
説
明
要
求
（
第
16
条
第

１
項
）（
新
規
）

議
会
は
、
市
長
等
が
提
案
す
る
重
要

な
政
策
等
に
つ
い
て
、
論
点
を
明
確
に

し
、
議
論
の
水
準
を
高
め
る
と
と
も
に
、

議
決
責
任
を
担
保
す
る
た
め
、
市
長
等

に
対
し
、
次
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て

明
ら
か
に
す
る
よ
う
求
め
ま
す
。

⑴
政
策
等
の
提
案
に
至
っ
た
経
緯
、
理

由
及
び
期
待
さ
れ
る
効
果

⑵
他
の
自
治
体
の
類
似
す
る
政
策
等
と

の
比
較
検
討

⑶
提
案
に
至
る
過
程
に
お
け
る
市
民
参

加
の
実
施
の
有
無
と
そ
の
内
容

⑷
総
合
計
画
と
の
整
合
性
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⑸
関
係
法
令
、
条
例
等

⑹
財
源
措
置
及
び
将
来
に
わ
た
る
コ
ス

ト
計
算

◇
自
由
討
議
（
第
18
条
）

議
員
は
、
議
員
間
で
自
由
な
討
議
を

重
ね
て
合
意
形
成
に
努
め
る
も
の
と
し
、

あ
ら
ゆ
る
会
議
に
お
い
て
、
自
ら
の
意

見
や
考
え
を
丁
寧
に
述
べ
る
と
と
も
に
、

他
の
意
見
に
対
し
て
も
真
摯
に
耳
を
傾

け
、
議
員
間
で
の
討
議
を
尽
く
し
ま
す
。

◇
政
治
倫
理
（
第
26
条
）

議
員
は
、
市
民
の
代
表
で
あ
り
、
議

会
の
構
成
員
と
し
て
、
市
政
の
発
展
や

市
民
福
祉
の
増
進
に
携
わ
っ
て
い
る
た

め
、
高
い
倫
理
観
に
基
づ
き
、
誠
実
か

つ
公
正
に
職
務
を
行
い
、
そ
の
品
位
を

損
な
う
こ
と
の
な
い
よ
う
行
動
し
ま
す
。

※
条
例
全
文
は
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

◇
会
議
の
公
開
（
第
19
条
）（
新
規
）

議
会
活
動
の
透
明
性
を
確
保
し
、
市

民
と
情
報
共
有
を
図
る
た
め
、
本
会
議

の
ほ
か
、
常
任
委
員
会
、
議
会
運
営
委

員
会
、
特
別
委
員
会
及
び
全
員
協
議
会

を
原
則
公
開
と
し
ま
す
。

◇
議
会
図
書
室
（
第
23
条
）

議
会
図
書
室
の
図
書
等
の
充
実
に
よ

り
、
議
員
の
調
査
研
究
に
資
す
る
こ
と

で
、
議
員
の
政
策
形
成
及
び
政
策
立
案

能
力
の
向
上
を
図
る
こ
と
と
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
議
会
図
書
室
は
誰
で
も
利

用
で
き
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
ま
す
。

平成25年
・ 2月〜 「開かれた議会」「活力ある議会運営」

「積極的な政策提言」の3つのワーキン
ググループを設置し協議

平成26年
・ 2月 議会改革ワーキンググループの成果をま

とめ、来期への引継ぎ事項を協議
・ 4月 議員任期満了
・ 6月 定例会において、議会改革特別委員会

を設置
・ 7月〜 計6回の委員会を開催
・10月 先進地視察（埼玉県飯能市議会、東京

都町田市議会）

平成27年
・ 2月〜 計6回の委員会を開催
・ 7月 先進地視察（三重県四日市市議会、愛

知県犬山市議会）

平成28年
・ 1月〜 計8回の委員会を開催
・ 6月 定例会において、議会改革特別委員会

の調査事項に「地方分権を進めるため
の議会基本条例」を追加する。

・11月 先進地視察（愛知県大府市議会、静岡
県袋井市議会）

平成29年
・ 1月〜 計10回の委員会を開催
・ 4月 全議員を対象とした「議会基本条例（素

案）中間報告会」を開催
・ 5月 先進地視察（石川県加賀市議会、福井

県越前市議会）
・11月 全議員を対象とした「議会基本条例（素

案）報告会」を開催
・12月 定例会において、委員会提出議案として

議会基本条例を提案し、全会一致で可決

平成30年
・4月1日 議会基本条例　施行

～条例制定までの歩み～

愛知県大府市議会視察
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たこども食堂に

おじゃましました。

子どももお年

寄りも一緒にカ

レーをいただき

ました。
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委 
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会

紀の国アスリートクラブが表敬訪問
11月28日、宮本議長と中家副議長が紀の国
アスリートクラブ２名の表敬訪問を受け、選手
の皆さんを激励しました。
選手の皆さんは、和歌山県代表として第20回
全国小学生クロスカントリーリレー研修大会に
出場し、第４位に入賞されました。

海南ＦＣジュニアが表敬訪問
12月22日、宮本議長と中家副議長が第41回
全日本少年サッカー大会決勝大会に出場する海
南ＦＣジュニア12名の表敬訪問を受け、選手の
皆さんを激励しました。

元海南市議会議員　山
部弘氏が、栄えある旭日
小綬章を受章されました。
この栄誉に対し衷心より
お喜びを申し上げます。

秋の叙勲

11月８日に高知県南国市議会南海地震対策特別委員9名と職
員２名が塩津区防災会の取り組みについて行政視察に来られ、
塩津区防災会と危機管理課から説明を受けました。

また、11月15日に栃木県小山市議会自民未来塾の６名の議
員が新庁舎建設について行政視察に来られ、企画財政課、管財
情報課、市民交流課から説明を受けました。

ようこそ　 海南市へ 〜行政視察のため本市を訪れました〜

南国市議会　視察の様子


